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として必要とされる能力について様々な検討がなされている。平成 27 年 12 月に中央教育
審議会から出された答申「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について」を
































　対象は、2015 年度「保育内容指導法表現Ⅱ」（身体表現）の受講生のうち 45 名であった。
授業開講期間は 9 月 7 日から 11 月 9 日の約 2 ヶ月間であった。
2.2.　授業の概要
　「保育内容指導法表現Ⅱ」は保育者養成 2 年課程の 2 年次後期に開講されており、受講









題となる。授業の開講は、9月から 11月 3日までの約 2か月間の毎週 2コマずつであるが、
内容選択や担当決めなどは夏季休業前の 7 月末から開始し、9 月以降も授業外の時間を使
い各担当で準備を進める。当該年度の身体表現受講生は 90 名であり、A・B チームに分
かれて別プログラムの上演を行ったが、今回は A チーム 45 名を分析の対象とした。










































































































及び標準偏差を図 1 に示す。自己評価・グループ評価の全体の平均はそれぞれ 2.3 ± 0.67、











　平均記述文字数は「準備」488.0 ± 129.7 文字、「当日」344.7 ± 107.4 文字、「評価」
172.8 ± 48.7 文字、合計文章数は「準備」465 文、「当日」360 文、「評価」214 文であっ
た。各記述項目で、抽出された語は以下の通りであった。「準備」は、総抽出語数 13,312
語、対象語数 4,950 語、異なり語数 1,220 語、使用語数 975 語であった。「当日」は、総抽
出語数 8,995 語、対象語数 3,221 語、異なり語数 878 語、使用語数 685 語であった。「評価」











　「準備」の記述について、出現回数 15 回以上の頻出語 50 語（表 2）、および頻出語を用
いた共起ネットワーク図（図 2）を作成した。抽出語の上位には、「思う」116 回・「出来
る」96 回という感想や評価を述べる語に次いで、「練習」64 回・「作る」56 回・「考える」










　「当日」の記述について、出現回数 10 回以上の頻出語 52 語（表 3）、および頻出語を用





抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
思う 116 時間 32 決まる 25	 たくさん 17
出来る 96	 全員 31 人 25	 行う 17
練習 64 感じる 30	 頑張る 22	 参加 17
劇 63	 決める 28 少し 21 反省 17
作る 56 傘 28	 身体表現 21 協力 16
考える 55 子 28 踊る 21 最初 16
衣装 49 大変 28 言う 20 難しい 16
子ども 49 曲 27 持つ 19 役 16
良い 42 授業 27 出る 19 グループ 15
自分 41 多い 26 先生 19 リーダー 15
準備 40 エンディング 25 楽しい 18 音響 15
見る 39 オープニング 25 踊り 18 遅い 15
意見 38 クレヨン 25










抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
子ども 170 反応 29 少し 15 セリフ 12
思う 111 踊る 29 発表 15 実際 12
出来る 97 緊張 26 不安 15 達成 12
見る 76 嬉しい 21 聞こえる 15 一緒 11
劇 48 笑顔 19 言う 14 演じる 11
感じる 35 本当に 19 考える 14 時間 11
当日 35 本番 19 身体表現 14 表現 11
声 33 たくさん 18 大変 14 学ぶ 10
練習 33 気持ち 18 舞台 14 今 10
良い 31 来る 17 クレヨン 13 最後 10
楽しむ 30 オープニング 15 子 13 出る 10
楽しい 29 頑張る 15 前 13 大きい 10




　「評価」の記述について、出現回数 8 回以上の頻出語 37 語（表 4）、および頻出語を用
いた共起ネットワーク図（図 4）を作成した。抽出語の上位には、「自分」81 回・「思う」







抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
自分 81 振り返る 19 衣装 11 役 9
思う 80 練習 19 行動 11 劇 8
出来る 73 頑張る 18 役割 11 行う 8
評価 56 考える 18 リーダー 10 子 8
良い 36 積極 15 感じる 10 時間 8
見る 22 全体 15 周り 10 取り組める 8
グループ 20 分かる 14 人 10 	準備 8
意見 19 メンバー 12 言う 9 少し 8
嬉しい 19 協力 12 反省 9 内容 8
授業 19























作る .491 子ども .560 評価 .630
衣装 .475 当日 .529 自分 .389
意見 .397 見る .475 振り返る .362
決める .388 楽しむ .412 グループ .315
練習 .388 緊張 .409 全体 .245
決まる .383 反応 .386 嬉しい .235
準備 .375 声 .382 積極 .235
大変 .375 思う .333 授業 .221
劇 .368 出来る .330 分かる .183
考える .362 劇 .325 行動 .180
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キーワード：総合的表現活動，グループ評価，振り返り，計量テキスト分析
　本研究では、本研究では保育者養成課程のける総合的表現活動について、自己
評価・グループ評価結果および振り返りレポートにおける「準備」「当日」「評価」
に関する記述を計量テキスト分析した結果を基に、総合的表現活動における学び
を検討することを課題とした。振り返りの記述における抽出語および共起ネット
ワークの結果から、まず「準備」の振り返りでは、活動内容や役割分担という課
題や目的意識と同時に不安や大変さを感じていることが示された。「当日」の振
り返りからは、子どもたちの反応に対する手ごたえを、「評価」の振り返りからは、
実践についての学びや達成感を得ていたことが示された。また、これらは自己評
価を行った後にグループ評価により強化されており、活動後の振り返りの意義が
示された。

